
高齢者のワーキングメモリ機能の査定を取り入れた認知症予防・啓発講座の開発

研究分野：教育認知心理学

キーワード：認知症・高齢者・ワーキングメモリ・記憶・認知症予防・認知症啓発

貢献できるSDGsの区分：

看護栄養学部 看護学科 教授 大塚 一徳

本研究は以下のような特色がある。
１．認知的加齢による影響の大きいワーキングメモリの機能に焦点をあてる。
２．高齢者のワーキングメモリを査定しフィードバックすることで、高齢者自身の認知症への理解を
深め、認知症の普及・啓発の一環とする。
３．高齢者のメタ認知，記憶の自己効力感といった認知機能について信頼性・妥当性のある適切な
尺度を用いて量的に測定し，ワーキングメモリ査定の介入的運用効果を検証する。
４．オリジナルな簡易型ワーキングメモリ査定システムを改定・開発を行う。
本研究では、上記４．に挙げたように、認知症への理解を深めるための普及・啓発講座で運用可能
な簡易なワーキングメモリ査定システムの開発が必須である。そのためには、既に試験運用中のモ
バイル端末等で稼働する簡易型ワーキングメモリ査定システムの改訂と妥当性の検証が必要であ
る。

研究概要

「認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進 」は本県の重要な地域課題である。我々の認知
の中枢を担う記憶機能の一つであるワーキングメモリは、もっとも認知的加齢の影響を受ける。本研
究では高齢者のワーキングメモリ機能の査定を取り入れた「認知症への理解を深めるための普及・啓
発講座」を教育システム開発の手法(Instructional Design)を取り入れ設計・開発することである。また、
本研究では、認知的加齢の影響が最も大きい「高齢者のワーキングメモリ機能」の査定に焦点をあて、
高齢者のワーキングメモリの査定とフィードバックが、高齢者自身の認知機能に及ぼす影響について
検討することも目的としている。

産学連携の可能性（アピールポイント）

壱岐市地域包括支援センター向けに開発したシステム

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/prof/otsuka/

図  個別式ワーキングメモリ査定システムの起動画面
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